
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

端山　仄火　（はやま　ほのか）

キュマイラ
キュマイラ

UGNチルドレンA

18

死

天涯孤独

闘争

死と再生

なし

男

42

保護者

6
0
0
2

1
0
0
0

0
1
1
0

7
1
1
2

35
3
3
8
16

2 1
1

UGN 1

破壊の爪
侵蝕100以上『破壊の爪』

『腕(かいな)』

白兵
白兵
　　
白兵

7r+2
7r+2

0
14r+2

1
1

18
20

26

攻撃力=(LV*2)+8

完獣・破爪・コンセ・銘・獣心・羅刹

0 0

Dロイス:遺産継承者
Dロイス:羅刹

霧谷雄吾
平穏

尊敬
尽力

劣等感
隔意

イフリートの腕
獣心の指輪

4

ワーディング

リザレクト

完全獣化

破壊の爪

神獣撃

フレイムタン

増腕

コンセントレイト:キュマイラ

獣心の指輪の取得

鋭敏感覚

猫の瞳

★

0

3

5

3

1

3

3

1

★

★

-

1d10

6

3

2

2

2

2

オート

気絶時

マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

マイナー

メジャー

視界

-

武器

武器

シーン

自身

単体

範囲（選択）

自動

自動

自動

白兵

白兵

なし（知覚）

-

↓100

80

1SCLV回

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

【肉体】の能力値を用いた判定のダイスを+LV+2個する

素手のデータを変更する

攻撃力を+（LV+2）Dする

白兵攻撃の射程を視界にする。攻撃力-(5-LV)

攻撃の対象を範囲（選択）にする。1シーンLV回

クリティカル値を-LVする

このシーンの間【肉体】判定のダイス+2個

周囲の状況変化に敏感になる。広範囲で索敵できる

暗闇を見通すことができる

幼いころからUGNに所属している隻腕のUGNチルドレン。
完全獣化による変身をする際、本人の意思により右腕が生える。（見た目は『骨格標本の右腕』もしくは『腕型に燃える炎をまとっている骨格標本の右腕』）
右腕は10歳の頃にあたった戦闘の際に切り落とされ、その直後に遭遇したアイテムを取り込んだことにより生えるようになった。
完全獣化による変身中はいくらでも右腕を生やすことができるが、通常時だとなぜか生えないとのこと。
あまりにも長い期間UGNチルドレンとして戦闘に明け暮れていたため、平和や平穏といった状況に対して馴染めないでいる。（決して平穏を嫌っているというわ
けでなく、あくまでも「平穏な環境」と「自身の場所」が＝で結ぶことができないだけ）
そのため任務と任務の間の束の間の平穏でさえ落ち着くことができず、別地区で喫緊の任務がないかとよく上官に尋ねている。（訓練にはよく励んでいるが、訓
練ですらも所謂「コレジャナイ」感があるらしい）

歳若い夫婦の下で生まれた一人っ子だったが、3歳の頃旅行のために乗っていた飛行機が墜落してしまった。
墜落による衝撃（もしくは火災）により両親は死亡、その時にオーヴァードに目覚める。
事故現場に救急隊が駆け付けたときに、『息も絶え絶えな人型のナニカ』として発見された。
エージェントによる記憶と情報の処理の末UGNに保護された仄火はUGNチルドレンとして育てられる。（なお事故当時のことは覚えておらず、物心ついたときに
はすでにUGNチルドレンとして活動していた）
教育が完了したあとの仄火は戦闘能力に特化していることもあり、主に戦場での任務にあたっていた。
10歳の頃、山奥の調査任務でトンデモ計画を企てていたFHエージェントと遭遇して戦闘した。その時に右腕を切り落とされた上、自身もどこかに吹き飛ばされた
。
そして吹き飛ばされた先にあった小さな神社の本殿に衝突、壁を突き抜けた先にあったのは神社にご神体として祀られていた『ヒノカグツチの右腕』だった。ご
神体に触れるつもりはなかったが、なぜかご神体と自身が共鳴して勝手にご神体が吸収される。吸収したことにより燃え盛る腕が生えるようになり、神社の本殿
から戦闘現場までの超長距離狙撃を可能にした。その活躍もあり敵を撃退し、任務を完了した。
その後もまるで戦場を渡り歩くかのように長い間戦闘任務に明け暮れていた。
ある日珍しく市街地での調査任務に当たった際、表向き平穏な街中を歩くときに強い違和感を覚えるようになる。
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